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70 周年を節目に 新たな一歩を

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
か
ら
市
政
運

営
と
議
会
活
動
に
対
す
る
格
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、我
が
国
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
、

緊
迫
し
た
世
界
情
勢
、
気
候
変
動
、
物
価
の
高
騰
、
人
口

減
少
に
伴
う
担
い
手
不
足
等
、
大
き
な
不
安
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
市
に
お
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛
し

て
い
た
様
々
な
催
し
物
や
行
事
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。政
策
面
に
お
い
て
も
、全
国
的
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
公
共
交
通
に
関
し
て
、
市
中
心
部
に
お
け
る
デ
マ

ン
ド
バ
ス
の
実
証
実
験
が
始
ま
る
な
ど
、
官
民
一
体
で
の

新
た
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
市
議
会
に
お
い
て
は
、
昨
年
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
導
入
し
、
議
案
等
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
図
る
と

と
も
に
、
非
常
時
の
議
会
機
能
を
継
続
す
る
た
め
の
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
に
向
け
た
環
境
整
備
な
ど
、
議
会
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
議
会
の
機
能
強
化
を
図

る
た
め
、
常
任
委
員
会
ご
と
に
意
見
交
換
会
を
開
催
す
る

こ
と
と
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
意
見
を
交
わ
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
改
革
に
も
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会
と
し
て
、
市

政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
担
う
と
と
も
に
、
市
民
の
安
全
で

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
を
受
け

と
め
な
が
ら
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
、
羽
島
市
は
、
市
制
施
行
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。

歴
史
の
節
目
を
刻
む
年
と
な
り
、
ま
た
未
来
へ
の
新
た
な

一
歩
を
歩
み
始
め
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。
と
も
に
、
明
る

い
未
来
に
向
け
て
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ま
に
は
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か

ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

羽島市議会 議長　藤　川　貴　雄

　
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
ご
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
、
羽
島
市
は
市
制
施
行
70
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
方
と
と
も
に
、
未
来
へ
向
か
っ
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が

で
き
、
大
き
な
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
祝
う
と
と
も
に
、
市
の
歴
史
や
文
化
、
市
民
の

皆
さ
ま
方
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
幾
多
の
功
績
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
、

次
世
代
の
ま
ち
づ
く
り
に
繋
げ
る
た
め
、
市
政
運
営
に
ま
い
進
し
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

羽
島
市
で
は
、
財
政
の
「
安
定
化
対
策
」
に
基
づ
く
実
践
的
な
予
算

編
成
と
施
策
展
開
を
続
け
て
い
ま
す
。
包
括
外
部
監
査
や
市
民
判
定
人

の
方
々
に
よ
る
事
業
仕
分
け
に
基
づ
く
事
務
・
事
業
の
点
検
に
加
え
、
歳

出
見
直
し
や
受
益
者
負
担
の
適
正
化
、
一
時
的
な
職
員
給
与
の
削
減
な
ど
、

行
政
改
革
に
市
役
所
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
財
政
の
「
安
定
化
対
策
」
の
成
果
指
標
と
な
る
「
財
政
調

整
基
金
（
市
の
貯
金
）」
の
残
高
は
、
中
期
財
政
見
通
し
で
予
測
し
た
推

計
値
を
毎
年
度
上
回
っ
て
お
り
、
令
和
5
年
度
末
時
点
で
28
億
円
程
度
を

確
保
で
き
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

行
政
改
革
だ
け
で
は
な
く
、「
ま
ち
づ
く
り
」
の
成
果
も
客
観
的
な
数

字
と
し
て
表
れ
て
き
ま
し
た
。
近
年
の
地
価
公
示
や
基
準
地
価
で
は
、
岐

阜
羽
島
駅
や
岐
阜
羽
島
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
土
地
が
、
価
格
の
上

昇
率
上
位
地
点
に
ラ
ン
ク
イ
ン
。
高
い
宅
地
増
進
率
に
よ
り
、
駅
周
辺
の

状
況
は
一
変
。
土
地
の
利
用
需
要
が
高
ま
る
こ
と
で
新
た
な
人
の
流
れ
が

生
ま
れ
、
活
力
あ
る
町
並
へ
と
変
わ
り
始
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
財
政
論
を
基
盤
と
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
行
政
運
営
を
心

掛
け
、
次
世
代
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
時
代
は
平
成
か
ら
令
和
へ
と
移
り
、
社
会
情
勢
は
予
想
を
大
き
く
超
え

る
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
て
い
ま
す
。
現
代
を
生
き
る
我
々
を
取
り
巻
く
環

境
も
、
日
々
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
お
り
、
先
の
時
代
を
正
確
に
見
通
す

こ
と
は
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
従
来
型
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
等
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
を
、
自
己

の
知
識
と
し
て
落
と
し
込
む
「
学
習
」
で
は
な
く
、こ
れ
ま
で
の
学
び
習
っ

た
事
柄
に
「
自
ら
確
か
め
る
」
要
素
を
加
え
た
「
学
修
」
へ
の
転
化
が
、

正
し
い
情
報
に
基
づ
く
行
動
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　
市
で
は
、
各
種
行
政
課
題
に
関
し
、
適
時
適
切
な
情
報
を
発
信
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
象
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
て
い
た
だ
き
、
市
民
の
皆

さ
ま
方
と
問
題
意
識
を
共
有
し
な
が
ら
、
未
来
に
向
け
て
歩
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
方
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
年
頭
に
あ
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

次代の「まちづくり」堅実に
羽島市長　松　井　　聡

新年のごあいさつ
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令和 5 年　市政 10 大ニュース
　　　旧本庁舎の解体工事
　　　関連議案を議会に上程

市役所旧本庁舎は、今後の財政運営への影響、建築物として
の利用価値、周辺への安全性等を考慮し、解体する方針を決
定しています。議会の 12 月定例会では、解体に向けて必要
な議案（債務負担行為補正）を上程しました。

　　　駅周辺のにぎわい創出
　　　駅前フェスが 4 年ぶり開催

秋の一大イベントとして市内外から多数の来場者でにぎわう
「ぎふ羽島駅前フェス」が 4 年ぶりに開催されました。会場
の岐阜羽島駅北側エリアは歩行者天国となり、各種ステージ
イベントや周辺市町のグルメコーナー等でにぎわいました。

　　　新たな公共交通「mobi」
　　　実証実験がスタート

徒歩や自転車、マイカーの「ちょい乗り」に代わる新しい公
共交通として注目されている「mobi（モビ）」の実証実験が
岐阜羽島駅周辺エリアでスタート。市は事業主体ではありま
せんが、サービスの周知や利用促進のＰＲに協力しています。

　　　家庭系ごみ有料化の成果
　　　可燃ごみ 10％減少

家庭系ごみの有料化は、ごみの減量・資源化、負担の公平性
の確保、処理費用の削減を目的に実施しています。開始して
2 年が経過しますが、家庭系可燃ごみの処理量は年間約 1,115
トン減少、処理費用は年間約 4,000 万円削減されました。

	  市内の地価上昇
	  土地利用の需要高まる
地価公示・基準地価は、交通利便性の向
上や景況感の改善、人口の増加等によ
り上昇する傾向があります。羽島市では、
岐阜羽島駅やインター周辺の土地が県内
の上昇率上位地点にランクインするなど、
利用需要が高まっています。

	  適応指導教室のぞみ
	  不登校児童生徒を支援
全国的に増加している不登校や不登校傾
向の児童生徒への対応を強化するため、
小熊小学校内に適応指導教室を新設しま
した。人員面も強化し、個に応じた段階
的な支援を通じて学校復帰や社会的自立
の足掛かりとしています。

	  市民サービス向上
	  粗大ごみ戸別収集
家庭から出る家具、自転車、ファンヒー
ターなどの粗大ごみ戸別収集のサービス
を開始。電話のほか、インターネットに
よる予約も受け付けています。粗大ごみ、
緑ごみの直接搬入も、予約方法にインター
ネットが新たに加わりました。

	  新型コロナ 5 類へ
　　　 ワクチン接種等を継続
全世界で流行した新型コロナが季節性イ
ンフルエンザと同等の 5 類感染症に位置
付けられました。市では、ワクチン接種
を継続して実施するとともに、基本的な
感染予防対策の啓発や国・県等からの情
報を市ホームページ等で発信しています。

	  検討委の答申受け
	  老朽化施設廃止へ
公共施設の老朽化は全国的な課題です。
市では、今後の更新費用や必要な機能の
代替性等を考慮し、いきいき元気館を廃
止する方針としました。また、老人福祉
センターの廃止に関する条例を議会の
12 月定例会に上程しました。

	  新たなイベント企画
	  キッチンカーも出店
コロナ禍により停滞していた市内イベン
ト開催を支援するため、主催団体に対す
る補助金交付や広報等の側面支援を実施。
キッチンカーイベント、はしま de マル
シェ、ピクニック日和といったイベント
が開催されました。

※市長・副市長以下職員の投票により、昨年の市政に関する出来事を順位付けしました。

1位 2位

3位 4位

5位 6位 7位

8位 9位 10位
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20 歳 に
な っ

らた

国民年金国民年金
日本年金機構
ホームページ

年金制度・手続き
申請・届出様式
年金 Q ＆ A
年金の相談　など

　
年
末
の
新
聞
に
三
井
住
友
銀
行
系
の
Ｓ

М
Ｂ
Ｃ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
調
べ
た
2

０
２
３
年
の「
ヒ
ッ
ト
商
品
番
付
」が
載
っ

た
。
目
に
留
ま
っ
た
の
は
東
の
大
関
で
３

位
の
「
ウ
ェ
ル
・
ビ
ー
イ
ン
グ
」。
商
品

の
ほ
か
出
来
事
や
人
も
含
ま
れ
る
▼
簡
単

に
い
え
ば
「
よ
く
い
た
い
」「
幸
せ
健
康

で
あ
り
た
い
」。
異
論
は
な
い
。
逆
に「
な

ぜ
、
当
た
り
前
の
こ
と
が
注
目
を
浴
び
る

の
か
」
と
疑
問
が
わ
い
た
。
働
く
者
は
病

ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
▼
記
事
の
説
明
だ

と
、
心
身
の
健
康
や
幸
福
を
意
味
し
企
業

に
健
康
経
営
な
ど
〈
新
し
い
潮
流
〉
が
生

ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
メ
ン
タ
ル
を
含
む

健
康
や
安
心
感
な
ど
労
働
力
不
足
の
中
で

人
財
に
焦
点
が
当
た
っ
て
い
る
▼
翻※

っ
て

半
世
紀
前
の
新
人
記
者
時
代
。「
顔
写
真

を
写
し
撮
る
ま
で
帰
っ
て
く
る
な
」。
取

材
源
の
私
邸
を
朝
夕
に
〝
突
撃
〟
す
る
夜

討
ち
、
朝
が
け
は
当
た
り
前
。
い
や
な
時

も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
仕
事
を
覚
え
た
。

時
代
に
よ
り
人
の
意
識
や
考
え
方
は
変
わ

る
。
多
く
の
犠
牲
を
教
訓
に
。
新
年
は

「
ウ
ェ
ル
・
ビ
ー
イ
ン
グ
」
の
年
で
あ
り

た
い
。　
　
※「
翻
っ
て
」＝
ひ
る
が
え
っ
て
。

水 紋
「幸」多き年に

広報アドバイザー
（元中日新聞記者）

　　　　　西尾　敏正

不法投棄は法律で禁止されています。違反すると懲役または罰
金刑、もしくはその両方が科せられることがあります。
また、ごみ集積所においても、ルールが守られていないごみが
出されています。適正なごみの排出にご協力ください。

資源・ごみ分別アプリ

収集日の通知や分別方
法が検索できるアプリ

さんあーるです。 AndroidiPhone

STOP 不法投棄STOP 不法投棄
正正しいしいごみごみのの分別分別をを
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日
本
に
住
所
の
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
全
て
の
人
（
学
生・外
国
人
を
含
む
）

は
、国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　
20
歳
に
な
っ
た
こ
と
で
第
１
号
被
保
険

者
に
な
る
人
（
自
営
業
の
人
や
学
生
な

ど
）
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
国
民
年

金
加
入
の
お
知
ら
せ
や
納
付
書
な
ど
と
一

緒
に
、「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」
が
年

金
手
帳
に
代
わ
っ
て
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
や
手
続
き
忘
れ
な

ど
に
よ
る
未
加
入
期
間
が
あ
る
と
、
老
齢

基
礎
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
給

で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
病
気
や
事
故
な
ど
で
障
が
い

者
に
な
っ
た
場
合
に
、
障
害
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
遺
族
に
遺
族
基

礎
年
金
が
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

保
険
料
の
免
除
・
猶
予
・

　
　
　
　
　

納
付
特
例
の
手
続
き

　
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
保

険
料
の
支
払
い
が
免
除
・
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
学
生
は
、
本
人
に
一
定

の
所
得
が
な
い
場
合
、
学
生
納
付
特
例
制

度
が
利
用
で
き
ま
す
。

資
格
・
種
別
変
更
手
続
き

　
会
社
を
退
職
し
て
厚
生
年
金
の
資
格
を

喪
失
し
た
と
き
や
、
配
偶
者
の
扶
養
を
は

ず
れ
て
種
別
変
更
の
手
続
き
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
は
届
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
各
種
手
続
き
に
は
、
基
礎
年
金
番
号
か

個
人
番
号
が
分
か
る
も
の
・
学
生
証
（
学

生
納
付
特
例
制
度
利
用
の
場
合
）・
離
職

票
な
ど
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
岐
阜
南
年
金
事
務
所
☎

（
２
７
３
）
６
１
６
１
、
保
険
年
金
課
国

民
年
金
係
（
内
線
２
２
６
４
）

美
術
展 

市
展
賞
作
品
を
紹
介

日本画「色即是空」　田中利和 写真「一休み」奥田輝子

市
美
術
展
に
２
１
６
点
の
応
募

が
あ
り
、
入
賞
・
入
選
者
が
決
定
。

市
展
賞
作
品
（
写
真
）
と
、
優

秀
賞
を
名
簿
で
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

洋画「乙姫・織姫・かぐや姫」田中茂彫刻・工芸「二葉」伊藤拡

各部門　優秀賞
日 本 画　　「カプレテオドール橋」坂倉敏雄
洋 画　　「懐想」田中照子
写 真　　「春の訪い」渡部与明
　　　　　　「少年の夏」小川佚男

書 　　「天つ風」石黒理子
　　　　　　「みよしのの（8 首）三十六歌仙」
				    吉井美代子
　　　　　　「李 永安句」道家薫染
彫刻・工芸　「ボクたちは…」坪内哲治書「杜甫詩」藤原奈生
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学
費
の
支
払
い
が
困
難
な

家
庭
の
高
校
生
に
奨
学
金

介
護
認
定
者
の
障
害
者
控
除

　
令
和
５
年
12
月
31
日
現
在
、
原
則
65
歳

以
上
で
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
、
一

定
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

人
は
、
所
得
税
・
市
県
民
税
の
申
告
で
、

障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

証
明
書
が
必
要
で
す
。
介
護
保
険
証
を
お

持
ち
の
上
、
高
齢
福
祉
課
で
証
明
書
発
行

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

お
む
つ
代
に
係
る
医
療
費
控
除

　
確
定
申
告
な
ど
で
、
お
む
つ
代
が
医
療

費
控
除
の
対
象
と
し
て
認
め
ら
れ
る
に

は
、
お
む
つ
代
の
領
収
書
、
寝
た
き
り
状

態
に
あ
る
こ
と
と
治
療
上
お
む
つ
の
使
用

が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
医
師
が
発

行
し
た
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
が
必
要

で
す
。

　
た
だ
し
、
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を

受
け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
場
合
は
、
介

護
保
険
の
主
治
医
意
見
書
に
よ
り
①
寝
た

き
り
の
状
態
に
あ
る
こ
と
②
尿
失
禁
の
可

能
性
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
、「
お

む
つ
使
用
証
明
書
」
の
代
わ
り
に
、
市
で

確
認
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
福
祉
課
（
内
線
２

５
５
４
）

長
寿
お
祝
い
商
品
券
の
使
用
期
限

　
長
寿
お
祝
い
商
品
券
の
使
用
期
限
は
１

月
31
日
㈬
ま
で
で
す
。
使
い
忘
れ
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
福
祉
課
（
内
線
２

５
５
２
）

　
令
和
６
年
４
月
以
降
、
子
ど
も
・
子
育

て
新
制
度
対
象
外
の
幼
稚
園
に
在
園
予
定

（
新
規
入
園
含
む
）
の
子
ど
も
が
い
る
人

は
、
無
償
化
の
認
定
を
受
け
る
た
め
の
書

類
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
幼
稚
園
（
認
定
こ
ど
も
園
の
教

育
認
定
含
む
）
に
通
う
子
ど
も
の
う
ち
預

か
り
保
育
を
利
用
予
定
の
人
や
、
認
可
外

保
育
施
設
に
在
園
予
定（
新
規
入
園
含
む
）

の
子
ど
も
が
い
る
人
で
無
償
化
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
保
護
者
の
保
育
の
必
要
性
を

証
明
す
る
書
類
（
就
労
証
明
書
等
）
の
提

出
が
必
要
で
す
。

　

対
象
と
な
る
子
ど
も
が
い
る
世
帯
は
、

い
ず
れ
も
２
月
９
日
㈮
ま
で
に
市
役
所
へ

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
２
５
２
３
）

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
学
資
の
支
弁
が

困
難
な
状
況
に
あ
る
家
庭
の
子
ど
も
で
、

高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
高
等
部
、
高

等
専
門
学
校
（
３
年
生
ま
で
）、
専
修
学

校
高
等
課
程
（
大
学
入
試
資
格
付
与
校
）

に
在
学
ま
た
は
進
学
を
予
定
し
て
い
る
、

心
身
と
も
に
健
康
で
、
学
業
成
績
が
優
秀

な
人
に
奨
学
金
を
支
給
し
ま
す
。
申
し
込

み
の
後
に
、
市
奨
学
金
支
給
審
査
委
員
会

の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間　
１
月
９
日
〜
２
月
１
日

申
し
込
み
方
法　
保
護
者
か
ら
学
校
教
育

課
へ
申
し
込
む
。
現
在
、
中
学
校
３
年
生

と
義
務
教
育
学
校
９
年
生
の
人
は
、
学
校

へ
申
し
出
る
。

問
い
合
わ
せ
先　
学
校
教
育
課
（
内
線
６

３
１
２
）

　
急
激
な
温
度
変
化
に
よ
っ
て
、
血
圧
が

大
き
く
変
動
し
、
身
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
を
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
い
い
ま
す
。

　
冬
場
の
冷
え
込
ん
だ
ト
イ
レ
や
洗
面
室
、

浴
室
な
ど
温
度
差
が
あ
る
場
所
で
起
こ
り

や
す
く
、
突
然
死
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

特
に
入
浴
の
際
に
は
注
意
が
必
要
で
、
お

湯
の
温
度
設
定
や
浴
室
と
脱
衣
室
の
温
度

差
を
少
な
く
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
救
急
指
令
課
☎
（
３
９

２
）
２
６
０
１

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
の
助
成
を

受
け
て
、
地
域
防
災
組
織
育
成
の
た
め
、

地
域
の
防
災
活
動
に
必
要
な

備
品
（
小
熊
町
東
小
熊
自
治

区
、
正
木
町
森
区
自
治
会
）

の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　
危
機
管
理
課
（
内
線
５

１
０
３
）

　
市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
い
ま
ま

放
置
す
る
と
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
ば

か
り
で
な
く
、
差
し
押
さ
え
等
の
滞
納
処

分
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
必
ず

納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
市
税
の
納
付
で
お
困
り
の
人
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
平
日
に
来
庁
で
き
な
い
場

合
は
、
休
日
窓
口
業
務
の
開
庁
日
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
収
納
課
（
内
線
２
２
４

2
）

　
１
月
は
、
市
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険

税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
月

で
す
。
納
付
期
限
は
、１
月
31
日
㈬
で
す
。

桑
原
輪
中
土
地
改
良
区
域
内
の
農
地（
田
）

異
動
の
申
告

　
令
和
５
年
中
に
農
地
の
貸
借
や
用
途
変

更
に
よ
り
耕
作
面
積
が
変
わ
っ
た
人
は
、

１
月
31
日
㈬
ま
で
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
登
記
申
請
や
農
地
法
上
の
手
続
き
が
済

ん
で
い
る
人
は
、
申
告
不
要
で
す
。

償
却
資
産
の
申
告

　
１
月
１
日
現
在
で
市
内
に
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
人
は
、
１
月
31
日
㈬
ま
で

に
償
却
資
産
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
告
が
必
要
な
償
却
資
産
は
、
事
業

用
の
機
械
や
工
具
、
設
備
な
ど
で
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
資
産
税

係
（
内
線
２
２
３
４
・
２
２
３
５
）

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

　
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
期
限
は
1
月

31
日
㈬
で
す
。
昨
年
中
に
給
料
の
支
払
い

を
し
た
事
業
所
は
、
早
め
の
提
出
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
市
民
税

係
（
内
線
２
２
３
７
・
２
２
３
８
）

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
済
額
を
通
知

　
所
得
税
や
市
・
県
民
税
の
申
告
の
参
考

に
、
昨
年
１
年
間
の
普
通
徴
収
に
よ
る
納

付
済
額
を
記
載
し
た
は
が
き
を
１
月
下
旬

に
世
帯
主
宛
て
に
発
送
し
ま
す
。
事
前
に

納
付
済
額
を
お
知
ら
せ
し
て
い
る
世
帯
へ

は
発
送
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
特
別
徴
収
に
よ
る
納
付
済
額
は
、
源
泉

徴
収
票
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
国
民
健
康

保
険
税
係
（
内
線
２
２
6
５
）

税
務
署
相
談
の
事
前
予
約

　
税
務
署
で
の
申
告
相
談
は
事
前
予
約
が

必
要
で
す
。
2
月
15
日
㈭
ま
で
は
税
務

署
、
2
月
16
日
か
ら
3
月
15
日
ま
で
の
期

間
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。
2
月
25
日

㈰
は
開
設
）
は
マ
ー
サ
21
申
告
会
場
で
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

ス
マ
ホ
で
確
定
申
告
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
ス
マ
ホ
を

使
っ
て
確
定
申
告
が
で
き
ま
す
。
画
面
の

案
内
に
沿
っ
て
入
力
す
る
と
税
額
が
自
動

計
算
さ
れ
る
ほ
か
、
ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
で

源
泉
徴
収
票
の
情
報
が
読
み
取
れ
ま
す
。

医
療
費
控
除
の
明
細
書
の
作
成

　
医
療
費
の
領
収
書
等
の
提
示
に
よ
る
受

け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。
申
告
会
場
で
申

告
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
医
療
費
控
除

の
明
細
書
の
作
成
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
市
民
税
係
（
内

線
２
２
３
７
・
２
２
３
８
）

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
の
添
付
で
明
細

書
を
省
略

　
医
療
費
控
除
の
申
告
に
は
、
領
収
書
の

代
わ
り
に
医
療
費
控
除
（
も
し
く
は
セ
ル

フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
）
の
明
細
書

の
添
付
が
必
要
で
す
が
、
医
療
機
関
等
で

支
払
わ
れ
た
自
己
負
担
額
は
「
医
療
費
通

知
（
医
療
費
の
お
知
ら
せ
）」
を
添
付
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
細
書
の
記
入
の
一

コミュニティセンターでの申告受付
市職員による出張受付を次の日程で行います。た
だし、譲渡所得のある人、住宅借入金等特別控除
を初めて受ける人、青色申告をする人、亡くなっ
た人の申告をする人は、マーサ 21 等をご利用く
ださい。

受付時間　午前 9 時～ 11 時
　　　　　午後 0 時 30 分～ 2 時 30 分
・受付人数に達した時点で受け付けを終了します。
・翌日以降の受け付け、午前中に午後の受け付け、
   電話での受け付けはできません。
・スリッパをご持参ください。
・例年、午後の方が比較的余裕があります。
※羽島市では感染症予防や行政のデジタル化に伴
　い、今後は申告会場を縮小する予定です。

月
の

税
に
つ
い
て

税
・
料
の
納
付

お
し
ら
せ

家
庭
で
の
救
急
事
故
に
注
意

幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
の
在
園

予
定
者
は
無
償
化
の
届
出
を

市
税
の
納
付
は
納
期
限
ま
で
に

高
齢
福
祉
課
か
ら
お
知
ら
せ

１

場所 日程
人数制限

午前 午後
足近 コミュニティセンター 2 月1日 (木) 30人 30人

小熊 コミュニティセンター 2 月 2 日 (金) 30人 30人

正木 コミュニティセンター
2 月 5 日 (月) 50人 50人

2 月 6 日 (火) 50人 50人

上中 コミュニティセンター 2 月7日 (水) 30人 30人

桑原 コミュニティセンター 2 月 8 日 (木) 30人 30人

宝
く
じ
助
成
金
で
整
備

部
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
に
は
、「
国

民
健
康
保
険
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
の
は

が
き
を
5
月
・
８
月
・
12
月
に
送
付
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」

（
年
間
分
）
を
2
月
中
旬
以
降
に
交
付
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、

申
告
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
11
月
・
12
月
診
療
分
の
「
国
民

健
康
保
険
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」（
は
が

き
）
は
2
月
末
に
送
付
予
定
で
す
。
は
が

き
を
利
用
し
て
申
告
さ
れ
る
場
合
は
、
お

手
元
に
届
く
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
（
内
線
２

２
６
２
）

青
色
申
告
決
算
書
や
収
支
内
訳
書

の
作
成
も
可
能
で
す
。
ま
た
、
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
給
与
所
得
や
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
、

株
式
の
特
定
口

座
、
医
療
費
、

ふ
る
さ
と
納
税

な
ど
の
情
報
が

自
動
入
力
さ
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
南
税
務
署

☎
（
２
７
１
）

７
１
１
１

e-Tax 申告申告のやり方
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税
・
料
の
お
支
払
い
は
、
安
心
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今月の休日窓口業務 1 月 14 日（日）・28 日（日）午前 8 時 30 分～正午（市民課・保険年金課・税務課・収納課）



　
市
役
所
、教
育
委
員
会
、市
民
病

院
に
勤
務
す
る
会
計
年
度
任
用
職

員
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
）
を
募
集
し

ま
す
。
募
集
職
種
ご
と
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
＝
１
月
上
旬
～
２
月

中
旬
頃
（
職
種
に
よ
り
異
な
る
）

●
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

し
く
は
職
員
課（
内

線
２
３
７
２
）
へ

　
図
書
館
の
雑
誌
の
年
間
購
入
代

金
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
雑
誌

の
最
新
号
カ
バ
ー
に
ス
ポ
ン
サ
ー

名
、裏
面
に
広
告
を
掲
載
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
＝
企
業
・
商
店
・
団

体
な
ど（
個
人
は
除
く
）　
●
対
象

雑
誌
＝
図
書
館
が
作
成
し
た
「
雑

誌
リ
ス
ト
一
覧
」
よ
り
、
図
書
館

と
協
議
の
う
え
選
定　
●
ス
ポ
ン

サ
ー
期
間
＝
１
年
以
上　
●
申
し

込
み
方
法
＝
有
料
広
告
掲
載
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
広
告

案
を
添
え
て
図
書
館
に
持
参
ま
た

は
郵
送　
●
詳
し
く
は
、
図
書
館

☎
（
３
９
２
）
２
２
７
０
へ

　
市
の
花「
美
濃
菊
」の
苗
を
無
料

配
布
し
ま
す
。
11
月
開
催
予
定
の

美
濃
菊
展
に
も
出
展
で
き
ま
す
。

●
申
込
開
始
日
＝
１
月
９
日
㈫

●
配
布
数
＝
１
人
３
本
（
先
着
40

人
）　

●
配
布
日
＝
５
月
下
旬
～

６
月
中
旬
予
定　
●
配
布
場
所
＝

市
役
所
旧
北
庁
舎
駐
車
場
付
近　

●
詳
し
く
は
、
農
政
課
（
内
線
２

６
２
３
）
へ

●
日
時
＝
２
月
４
日
㈰
午
前
８
時

20
分
～　
●
場
所
＝
羽
島
特
別
支

援
学
校
2
階
体
育
館　
●
対
象
＝

市
内
在
住
、
在
学
、
在
勤
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
小
学
生
以
上
の

人
で
構
成
さ
れ
た
3
～
5
人
の

チ
ー
ム
（
代
表
者
は
18
歳
以
上
）　

●
参
加
料
＝
１
人
３
０
０
円　
●

定
員
＝
16
チ
ー
ム
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）　

●
申
し
込
み

方
法
＝
１
月
５
日
㈮
ま
で
に
申
込

用
紙
を
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
へ
提
出　

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
内
線
６
１
３

８
）
へ

企
画
展
「
昔
の
く
ら
し
と
道
具
展　

羽
島
・
竹
鼻
小
学
校
の
歴
史
を
た

ど
る
」

●
期
間
＝
１
月
６
日
～
３
月
17
日

映
画
の
集
い
「
無
法
松
の
一
生
」

●
日
時
＝
1
月
13
日
㈯
午
前
10
時

～
、
午
後
２
時
～

マ
イ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
和
菓
子
木

型
展
」
竹
鼻
町　

旧
鶴
屋
さ
ん

●
期
間
＝
１
月
６
日
～
３
月
20
日

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料　
※
マ
イ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
参
観
は
無
料　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
年
始
は
１
月
４
日
㈭

ま
で
休
館
・
９
日
㈫
・
15
日
㈪
・

22
日
㈪
・
29
日
㈪
、
2
月
5
日
㈪

※
詳
し
く
は
、
同
資
料
館
☎
（
３

９
１
）
２
２
３
４
へ

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

　
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
を
し
ま

す
。

●
日
時
＝
１
月
17
日
㈬
午
前
10
時

30
分
～
正
午

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝

居
、
手
遊
び
を
し
ま
す
。

●
日
時
＝
１
月
13
日
㈯
・
27
日
㈯

午
後
2
時
～
3
時

◇
開
館
＝
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

※
1
月
４
日
～
６
日
は
、
午
前
９

時
に
開
館
し
ま
す
。

◇
休
館
日
＝
年
始
は
１
月
３
日
㈬

ま
で
休
館
・
９
日
㈫
・
15
日
㈪
・

22
日
㈪
・
29
日
㈪
・
31
日
㈬
、
2

月
5
日
㈪

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
☎
（
３
９

２
）
２
２
７
０
へ

　
脱
炭
素
社
会
を
テ
ー
マ
に
学
習

会
を
開
催
。
環
境
問
題
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
講
師
＝
環
境
省
中
部
地
方
環
境

事
務
所
職
員
岩
堀
文
義
氏　
●
日

時
＝
1
月
21
日
㈰
午
後
２
時
～
３

時
30
分　
●
場
所
＝
不
二
羽
島
文

化
セ
ン
タ
ー　
●
対
象
＝
中
学
生

以
上　
●
定
員
＝
20
人　
●
参
加

料
＝
無
料
（
要
申
し
込
み
）　

●

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
（
内
線

６
１
３
３
）
へ

●
期
間
＝
２
月
１
日
～
４
日　
●

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）　
●

場
所
＝
不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー

展
示
室
円
空
、
メ
デ
ィ
ア
カ
ー
ニ

バ
ル　
●
部
門
＝
図
画
工
作
・
美

術
、
絵
画
、
書
写
、
特
別
支
援
学

級
、
特
別
支
援
学
校　
●
詳
し
く

は
、
生
涯
学
習
課
（
内
線
６
１
３

３
）
へ

所
蔵
品
展
「
山
へ
の
ま
な
ざ
し
」

　
山
を
主
題
と
し
た
作
品
を
中
心

に
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
期
間
＝
１
月
20
日
〜
３
月
３
日

関
連
イ
ベ
ン
ト

①
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
山
の

風
景
を
描
こ
う
」

●
講
師
＝
黒
田
勝
氏
（
市
美
術
協

会
顧
問
）　

●
日
時
＝
２
月
17
日

㈯
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分　
●
定
員
＝
各

回
８
人
（
18
歳
以
上
）　

●
材
料

費
＝
２
０
０
円　
●
持
ち
物
＝
山

の
写
真
（
印
刷
物
で
も
可
）

②
学
芸
員
に
よ
る
展
覧
会
ガ
イ
ド

●
日
時
＝
１
月
27
日
㈯
、
２
月
８

日
㈭
・
18
日
㈰
・
28
日
㈬
午
後
1

時
30
分
〜
2
時
30
分　
●
定
員
＝

各
回
６
人 　

※
い
ず
れ
も
要
予
約
・
別
途
入
館

料
が
必
要

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料

◇
開
館
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
１
月
22
日
㈪
・
29
日

㈪
、
2
月
5
日
㈪

※
イ
ベ
ン
ト
の
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
は
、
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
☎

（
３
９
３
）
０
９
５
１
へ

糖
尿
病
教
室
・
相
談
会

●
日
時
＝
1
月
15
日
㈪
午
後
２
時

～
３
時　
●
テ
ー
マ
＝
「
薬
と
血

糖
値
」「
ジ
ュ
ー
ス
や
清
涼
飲
料

水
に
含
ま
れ
る
砂
糖
の
量
を
知
ろ

う
」　

●
場
所
＝
市
民
病
院
診
療

棟
３
階
講
義
室　
●
参
加
料
＝
無

料　市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時
＝
1
月
10
日
㈬
午
後
２
時

～
３
時
30
分　
●
テ
ー
マ
＝
『
最

後
ま
で
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
～
医
療
と
介
護
の
連
携
で
「
暮

ら
し
」
を
支
え
る
～
』　

●
場
所

＝
市
民
病
院
診
療
棟
３
階
講
義
室　

●
参
加
料
＝
無
料

※
詳
し
く
は
、
市
民
病
院
☎
（
３

９
３
）
０
１
１
１
へ

　
生
け
花
、
能
、
水
墨
画
、
茶
の

湯
、
書
籍
を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時
＝
２
月
11
日
㈰
午
後
１
時

～
4
時　
●
場
所
＝
不
二
羽
島
文

化
セ
ン
タ
ー　
●
入
場
料
＝
１
２

０
０
円
※
3
歳
未
満
無
料

講
演
「
日
本
の
伝
承
文
化
」
こ
れ

ま
で
と
こ
れ
か
ら

●
講
師
＝
岐
阜
関
ケ
原
古
戦
場
記

念
館
館
長
小
和
田
哲
男
氏　
●
時

間
＝
午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

※
詳
し
く
は
、
市
文
化
協
会
事
務

局
（
生
涯
学
習
課
内
・
内
線
６
１

３
２
）
へ

　
火
気
、
電
気
、
暖
房
器
具
の
使

用
状
況
や
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
と
維
持
管
理
状
況
の
確
認

の
た
め
、
消
防
職
員
と
火
災
予
防

啓
発
消
防
団
員
が
訪
問
し
ま
す
。

●
対
象
＝
足
近
町
・
竹
鼻
町
・
堀

津
町
・
上
中
町
に
住
む
75
歳
以
上

の
一
人
暮
ら
し
の
人　
●
期
間
＝

2
月
5
日
～
3
月
8
日　
●
詳
し

く
は
、羽
島
消
防
署
☎
（
３
９
２
）

２
9
９
３
へ

 

市
民
芸
術
祭

 

市
美
術
展
（
少
年
の
部
）

 1 月 1 日～ 2 月 29 日

その一歩が、だれかの一生になる。
はたちの献血

献血者が減少しがちな冬期。安全な血液製剤を安定
的に患者さんに届けるため、献血にご協力ください。
問い合わせ先　子育て・健幸課（内線 5302）

 

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅

 

防
火
診
断

募

集

 

会
計
年
度
任
用
職
員 ガイド

  月の１
♨今月の羽島温泉の休館日　年始は 1 月 3 日（水）まで休館、5 日（金）・15 日（月）・25 日（木）

　ハローワークに求職登録しており、「保育士」または「介護福祉士」として正社員就職を希望する人を対象と
した職業訓練コースの紹介です。入学金・2 年間の学費が無料になります。（別途教材費等が必要）

岐阜県離職者等委託訓練の訓練生募集

資格 職業訓練校 申込期限 定員 問い合わせ先

保育士
岐阜聖徳学園大学短期大学部（岐阜市） 3 月 7 日 (木) 5 人 ☎ 058（278）0727
中部学院大学短期大学部（関市） 3 月５日 (火) 13 人 ☎ 0575（24）2213

介護福祉士
サンビレッジ国際医療福祉専門学校（池田町） 3 月７日 (木) 7人 ☎ 0585（45）2220
中部学院大学短期大学部（関市） 3 月５日 (火) 15 人 ☎ 0575（24）2213

児童・生徒
向井芽愛（正木小 5・美術）山田彩綾（竹鼻小 6・柔道）
山田彩桜（竹鼻小 4・柔道）服部真大（羽島中 3・野球）
大橋侑人（羽島中 3・野球）大野李心（羽島中 2・詩）
丸山一休（竹鼻中 3・新体操） 堀菜月（竹鼻中 3・柔道）
番太志（竹鼻中 3・水泳）伊藤弥路久（中央中 3・薙刀）
河合慶悟（中島中 2・科学）春日琉伊（大成中 3・柔道）

学校・団体
東孝大朗（ECC 学園高等学校・武術太極拳）
日比野黎（岐阜市立岐阜商業高等学校・ドッジボール）
水谷葵（海津明誠高等学校・セーリング）
種田興瀬（岐阜工業高等専門学校・卓球）
寺本喜紗来（岐阜工業高等専門学校・卓球）
日比野将大（岐阜工業高等専門学校・柔道）
斉藤史弥（日本体育大学・アーチェリー）　　（敬称略）

教育委員会表彰 19 人を表彰
各分野で顕著な成果を挙げた皆さんを
表彰しました。当日の様子を動画で紹
介しています。（右の二次元コード）

 

図
書
館

 

歴
史
民
俗
資
料
館
・
映
画
資
料
館

催

し

 

は
し
ま
学
事
始

 

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー

 

市
民
病
院

 

市
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
参
加
者

 

不
二
竹
鼻
町
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー

 

美
濃
菊
苗
の
配
布
希
望
者

9 2024.1　広報はしま 2024.1　広報はしま 8



日　時　３月 17 日 (日) 午後 2 時～
入場料　自由席 1,000 円（当日同額・税込・3 歳以上有料）
チケット発売日
　　　　電話予約・来館販売　1 月 13 日 (土) 午前 9 時～

堀内孝雄コンサート
日　時　3 月 23 日 (土) 午後 3 時～
入場料　指定席 6,300 円	（当日同額・税込・未就学児入場不可）
チケット発売日
　　　　電話予約・来館販売　1 月 27 日 (土) 午前 9 時～
　　　　※友の会会員は各 1 週間前に予約販売開始

休館日　1 月 1 日～ 4 日・9 日 (火)・16 日 (火)・23 日 (火)・30 日 (火)

●祝日は、全ての相談を休みます。
●相談は無料で、秘密は厳守します。
●予約については、事前にお問い合わせください。
●場合により中止になることがあります。

種別 相談日 時間
行政相談 1月 4 日、2 月1日 13：00~15：00

法律相談
（予約制） 1月10 日・26 日 13：00~15：00

交通事故相談 毎週火曜日 10：00~16：00

年金・社会保険
労働相談（予約制） 2 月 5 日 13：00~16：00

心配ごと相談
（予約制）

1月 5 日・19 日、
2 月 2 日 13：00~16：00

人権相談 1月11日 13：00~15：00

就業促進相談 毎週月・木曜日 13：00~15：00

登記・相続相談
（予約制） 1月16 日、2 月 7 日 13：00~16：00

不動産相談
（予約制） 1月17 日 13：00~16：00

建築設計相談
（予約制） 1月 24 日 13：00~16：00

多重債務相談
（予約制） 2 月 20 日 13：00~16：00

消費生活相談 毎週月～金曜日 9：00~12：00
13：00~16：00

おみサポ・ぎふ
登録受付 毎週月～金曜日 10：00~16：00

information+
相談ダイアリー 不二羽島文化センター

問い合わせ先　不二羽島文化センター☎ (393)2231
ホームページアドレス　https://hashima-culture.jp/

問い合わせ先　市民総合相談室（内線 2532）

水道管の凍結防止

羽島市文化センター合唱団　25 周年記念演奏会

●水道管凍結を防ぐには
　屋外のむき出しになっている水道管や蛇口に、
保温材や布切れを巻きつけ、その上からビニール
テープなどを下から上へ巻いて直接冷気が当たら
ないようにしてください。また、蛇口を少し開け
て水を出しておくと、凍結しにくくなります。
●凍結してしまったら
　凍結部分をタオル等でつつみ、その上からゆっ
くりとぬるま湯をかけてください。直接熱湯をか
けると破裂する恐れがあります。
●水道管が破裂してしまったら
　応急措置として、メーターボックス内等にある
止水栓を閉め、破裂した部分に布またはテープを
巻いてください。その後、市指定給水工事事業者
に修理を依頼してください。
問い合わせ先　経営課（内線 2162）

次期総合計画の策定に関する市民アンケート調査にご協力いた
だき、ありがとうございます。
調査結果は、令和 7 年度を始期とする次期総合計画策定の基礎
資料とし、市ホームページに公開する予定です。回収結果は次
のとおりです。
調査期間　7 月 6 日～ 8 月 10 日		  配布数　2,000 枚
回収数　894 枚（うちウェブ回答 114 枚）	回収率　44.7％
問い合わせ先　総合政策課（内線 2343）

市民アンケート調査の結果
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期日 医療機関 ( 医科・歯科 )

1 月 1 日
(月)

中川クリニック（竹鼻町）
☎（394）3350

おんだ歯科クリニック（足近町）
☎（391）9222

1 月 2 日
(火)

さの内科クリニック（小熊町）
☎（391）8802

かわい歯科クリニック（竹鼻町）
☎（394）1015

1 月 3 日
(水)

天外メンタルクリニック（福寿町）
☎（392）1502

かわむら歯科クリニック（竹鼻町）
☎（391）6480

1 月 7 日
(日)

田中整形外科（正木町）
☎（391）8555

里村歯科医院（小熊町）
☎（392）6146

1 月 8 日
(月)

丹菊整形外科（小熊町）
☎（391）1411

第一河合歯科医院（竹鼻町）
☎（392）1567

1 月 14 日
(日)

黒田医院（桑原町）
☎（398）8201

高田歯科医院（竹鼻町）
☎（392）6482

1 月 21 日
(日)

ながき内科クリニック（舟橋町）
☎（393）0077

タカダ歯科（竹鼻町）
☎（394）1135

1 月 28 日
(日)

ばん皮膚科（正木町）
☎（391）0056

たけはな歯科（竹鼻町）
☎（391）2122

2 月 4 日
(日)

不破医院（正木町）
☎（391）2238

たなかファミリー歯科（正木町）
☎（392）1158

応募はコチラ

休日急病診療問い合わせ先
子育て・健幸課（内線 5302）

診療時間
午前9時～午後2時

行事名【対象者】 期日等 時間

乳幼児相談
【乳幼児】

1 月 11 日 (木)・30 日 (火)、
2 月 8 日 (木)

9：00 ～ 11：30
（受付）

離乳食教室（初中期）
【5 カ月前後の児】 1 月 16 日 (火) 9：45 ～ 10：00

（受付）

はみがき教室と
フッ化物塗布

【3 年 7 月・4 年 1 月生まれ】
1 月 25 日 (木) 9：50 ～ 11：05

（受付）

健康相談 随時 8：30 ～ 17：15

精神保健（こころ）の相談 1 月 22 日 (月) 13：30 ～ 15：30

精神科医師による
こころの健康相談

2 月 5 日 (月)
岐阜保健所に申し込む。

☎（380）3004
14：00 ～ 15：00

胃・肺・大腸がん検診
【40 歳以上】

1 月 22 日 (月)、
2 月 3 日 (土)

8：50 ～ 11：20
（受付）

乳がん・大腸がん検診
【40 歳以上の女性】

1月9日(火)・27日(土)、
2 月 15 日 (木)

午前の部
9：10 ～ 11：20

午後の部
13：10 ～ 15：20

( 受付 )
胃がん検診

（医療機関委託）
【50 歳以上】

2 月 29 日(木)まで

実施医療機関の診療
時間内です。

実施医療機関はホー
ムページで確認また
は保健センターへお
問い合わせください。

大腸がん検診
（医療機関委託）
【40 歳以上】

子宮頸がん・体がん検診
（医療機関委託）

【20 歳以上の女性】

※会場は特に指定がない限り、市保健センターです。
※事前予約制です。お電話でお申し込みください。
※市内に住民票がある人が対象です。
※子どもの健康診査は個別に郵送する案内文書でご確認ください。
※ �4 年度に市が実施する胃がん検診の内視鏡検査、乳がん検診、子宮が

ん検診を受診した人は、5 年度に同検診を受けることができません。

※往診はありません。
※必ず保険証を持参し、電話連絡の上、受診
　してください。

母子健康手帳の交付 妊娠が明らかになった人は、早めに母子健康手帳の交付を受けましょう。予約制となりますので必ず事前に
ご連絡ください。（所要時間 40 分）　交付場所　保健センター　予約先　子育て・健幸課（内線 5302）

■人口 66,778 人（－ 318）・男 32,957 人・女 33,821 人
■世帯数 27,985 世帯（＋ 404） 令和 5 年 12 月 1 日現在
※（　）は前年同月との比較

羽島市の最新情報
SNS でチェック！ F
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エックス
I
イ ン ス タ グ ラ ム
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保健コーナー１月

父：道家真一さん　母：万木さん　〔竹鼻町〕

（
１
歳
１
カ
月
）

寅と
ら
じ
ろ
う

十
朗
く
ん

父：鈴木寛人さん　母：愛さん　〔上中町〕

（
０
歳
５
カ
月
）

想そ

ら空
く
ん


